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●中聖牛の組立て試行 8月 22日(土)  

中聖牛組立て施行を行いました。今年は里山の会自らが自力で中聖牛を組み立てると年度当初から決意して

いました。昨年以来有田さんを先頭に組立ての手順書を作り上げ、木材の購入についても最も困難と思われ

ていた前立て木を差し込む穴あけについて随分と苦労してきましたが、滋賀森林組合のご協力があって木材

の準備と穴あけも行っていただきましたので安心して施行に挑むことができました。９時 30分に参加者 8

名が集合して、資材の点検や使用場所に必要資材を運びこみました。 

砂払木の設置で、これの固定化によって、組み立てる位置を決定させました。続いて砂払木に前合掌木の

固定です。それぞれ 50㎝の位置で固定化して三角形を構成、続いて主棟木を運び込み，合掌木を 1mの高さ

に挙げて、主棟木の頭部を交差部分に担ぎ上げ、ロープを取り付け立ち上げ準備完了。熱中症対策としてこ

こで一時休憩、その後軽トラックでロープを引きながら人力で主棟木を押すと予定していた位置にたちあが

りました。ここで前立木の挿入になり、四苦八苦し、正午まで格闘するも収まらず完成できませでした。こ

こで昼食休憩。午前中の組は帰宅され、午後も作業できる 5人で作業継続、前立木を工作して、なんとか

14時ころに形になりました。この日は猛暑日で、大変な暑さで高齢者には非常にきつい作業でした。ここ

での教訓は随分とありました。この教訓を 2番目 3番目に生かしていければと思います。何とか自力で組み

上げられましたので大きな技術力を身につけられたようです。 

 

●里山農園一斉除草作業 8月 23日(日) お盆が過ぎたのに今日も猛暑日予報でしたが、かねて計画して

いた農園の一斉草刈りを実行しました。事務局会議参加者 8人が 9時 30分に集合してハンマーモアや肩掛

け刈払い機を使って除草作業を行いました。午前中を過ぎると今日も猛暑日となり，作業は続けられません

でした。それでも粘り強く頑張っていただきました。連日猛暑の中、ご苦労様でした。 

 

●木津川希少種植生調査夏の除草作業 21日も猛暑日の予報でしたが、かねての予定通りに午前 8時に八

幡の除草作業を実行しました。ハンマーモア 2台を使っての作業なので運転出来れば約 1.5時間で仕上がる

予定でしたが、旧式のハンマーが駆動しなくなってしまいました。駆動ベルトが緩くなって動力が伝わらな

くなってしまったのです。慌てて修理しましたが気温が上がってとても作業できる状態ではありませんでし

た。頑張って実行しようと意気込んでいただきましたが、機械の不調には勝てませんでした。 

 

●河川レンジャー事務局が来所 25日午後 1時に淀川河川事務所とレンジャー事務局から里山の会にお越

しになりました。もちろん板坂所長もご一緒でした。夏の魚とりの呼びかけチラシに一部不都合が見つかり

印刷経費が満額支出できないとの連絡でした。その後 9月 10日納入予定の真竹の切り出し藪の現地確認を

行い、その後レンジャー活動の在り方などについて意見を交換しました。直前の打ち合わせでなく事前の調

整を早く行うことの必要性も確認できました。 

●木津川カヌー体験参加者募集 現在 10家族が申し込み 締め切り迫る(31日まで) 

 

●里山の会結成 25周年記念誌への祝辞  8月 20日締め切りで記念誌への寄稿をお願いしました。受けて

いただいた皆様から送付いただきました。期日に間に合わせていただきまして、大変ありがとうございまし

た。これで一応記念誌の発行はできることになりました。ご協力いただきました皆様に心からお礼申し上げ

ます。 

 

●第 26回環境講演会 開催日迫る 9月 6日(日) 13時 社会福祉センター 

国交省地方整備局淀川河川事務所から専門官をお招きして、 演題「最近の出水と淀川河川事務所の動き」

近年の災害の状況からについてご講演をいただきます。こぞってご参加をお願いします。 

 

●6月 22日普賢寺小学校 4年生総合学習支援へのお礼の手紙が届きました。今回は伊藤さんへの手紙です。 

F.M さん 川の水が気持ちいい季節となりました。いとうさんはお元気ですか。先週生き物やゴミの事を教えて

いただいた、普賢寺小寺校四年 F.Mです。六月二十二日は生き物をくわしく教えてくださり、ありがとうござい

ました。これからも、生き物をへらさないように、活動をがんばろうと思いました。今はクラスで、ゴミひろい



をしたり、ポスターをはる活動をすることになりました。これからも、めずらしい生き物などを、ふやせるよう

にがんばります。これからも、お体に気をつけて、生き物の事を調べるのをつづけて下さい。さようなら。 

H.Y さん  むし暑い季節となりました。いとうさんはお元気ですか。六月二十二日にお世話になったふげん寺

小学校四年の H.Y です。この間は、本当にありがとうございました。オニヤンマが川にいると川がきれいという

ことが分かりました。その時はぜんぜん知らなかったのでとてもおどろきました。そしてほかにも、クサガメと

イシガメは色みたいなのがついていたらあいしょうがいいということも分かりました。色いろたくさんのことを

教えていただいて、とてもうれしかったです。 本当にありがとうございました。これからも、お体に気をつけ

て、植物やこん虫のことをいろいろ勉強してがんばってください。さようなら。 

A.N さん   あじさいがきれいな季節になりました。この間植物や生き物について教えていただいた、普賢寺

小学校四年一組の A.N です。六月二十二日は色々な植物や生き物についてくわしく教えていただき、本当にあり

がとうございました。ヘビのぬけがらやオニヤンマのぬけがらを見られてとても楽しかったです。あのあとクラ

スでそうだんしてゴミ拾いをすることにしました。ゴミ拾いをたくさんしてたくさんの動物の命をすくいたいで

す。これからもお体に気をつけてたくさんのしょくぶつを観察していってください。さようなら。 

H.Y さん   雨が多い季節になりました。いとうさんはお元気ですか。六月二十二日に虫、魚、植物にくわし

く教えていただいたふげん寺小学校四年 H.Y です。六月二十二日は虫、魚、植物をくわしく教えてくださり本当

にありがとうございました。ふげんじ川がどこまでつづいているのかや虫、魚、植物のとくちょう、名前を教え

てくださったのでとてもよく分かりました。そのあとクラスでどうだったか話し合いました。それでゴミがたく

さんおちていたのを思い出したのでポスターやかんばん作り、ゴミ拾いをすることに決まりました。こんな大事

なことをすることになったのはいとうさんがたのおかげです。ありがとうございました。これからもお体におき

をつけて、いろいろな方に地いきのことなどを教えつづけてください。さようなら。 

Y.M さん   あじさいのきれいな季節になりました。いとうさんはお元気ですか。この間、普賢寺の生き物の

ことを教えていただいた普賢寺小学校の Y.M です。六月二十二日は生き物の名前や木津川のゴミのことをくわし

く教えてくださり、ありがとうございました。わたしは、あんなにゴミが海へ流れているなんて、知らなかった

です。これから、社会のべんきょうでごみのことを学習するのでそのことを考えながらべんきょうします。みな

さんのおかげで生き物の名前が知れました。また、校外学習に行きたいと思いました。これからもお体に気をつ

けて、生き物を観察しつづけてください。さようなら。 

S.M さん   あじさいが美しい季節になりました。いとうさんはお元気ですか。六月二十二日に生き物につい

て教えていただいたふげん寺小学校の S.M です。六月二十二日は生き物について教えていただいてありがとう

ございました。ヒメジョオンがいっぱいさいていてびっくりしました。けれどゴミがいっぱいあったのでゴミ拾

いをしたり、かん板を立てたりすることにしました。それでちょっとでも生き物の命が助かったらいいなと思い

ます。それにオオムラサキやハグロトンボ、オニヤンマを初めて見てすごいなきれいだなと思いました。わたし

は虫がにがてだけどまた運動じょうで生き物を探してみます。これからも生き物のことを色々研究してください。

さようなら。 

●●●中聖牛設置の取組の狙いについて竹門先生からいただいた説明文を掲載しています。ご理解いただきご協

力をお願い致します 

●21《一般研究 2 年目の研究計画の概要》 年度の研究成果に基づいて、木津川 20KP 付近において治水上、

環境上最も効果を期待できると予測された位置・大きさ・個数の成牛を製作し、それらを現場に設置する作業を

行う。この作業は、研究実施体制に記した市民グループが中心となって実施する。さらに、伝統的河川工法の設

置の前後に河床地形の測量や水質水温等の河川環境条件の現地調査を行い、将来に河川浸食の抑制効果や砂洲上

に側流路を形成・維持機能の評価するための情報を蓄積する。また 15 ｰ６Kp の試験施工現場のモニタリングも

行い、3 年後及び 5 年後の変化を分析する。事前に河道内地形や河川生態系に関する詳細な調査を行った上で、

20Kp 付近での伝統的河川工法を用いた浸食対策工事を行う。また、15 ｰ 6Kp 付近の試験施設現場において、物

理環境と生物環境に関するモニタリング踏査を行う。 


